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履修確認レポート　提出用紙（解答）
	推薦元市町村（団体）名
	
	受講番号
	

	氏　　名
	


第1講 地震・津波による災害必須項目

	①
	400分の１
	②
	10 分の１

	③
	４枚
	④
	７km

	⑤
	4km
	⑥
	200 〜 400 

	⑦
	海溝型地震
	⑧
	内陸地震

	⑨
	比較的短い
	⑩
	800年～1,000年

	⑪
	10
	⑫
	震度７

	⑬
	エネルギーは約30 倍
	⑭
	Ｍ 9.0

	⑮
	長周期地震動
	⑯
	スロッシング現象

	⑰
	4,000 
	⑱
	700

	⑲
	避難解除
	⑳
	リアス海岸

	㉑
	40km以上遡上
	㉒
	河川や運河

	㉓
	引き波
	㉔
	押し波

	㉕
	鉄筋コンクリート造の建物
	㉖
	徒歩が原則

	㉗
	押し寄せるときの流速も大きい
	㉘
	水産・農業被害

	㉙
	塩水の浸入
	㉚
	石油タンクに衝突して発火

	㉛
	数十年〜数百年
	㉜
	99

	㉝
	1,000年 〜１万年
	㉞
	野島断層

	㉟
	2,000
	㊱
	数% 以下

	㊲
	Ｓランク
	㊳
	昭和の地震

	㊴
	約29万8,000人
	㊵
	北米プレート

	㊶
	関東地震任意項目

	㊷
	2～3回


第2講 気象災害・風水害
	①
	河川の状況は大きく変貌する
	②
	沖積平野

	③
	外水氾濫
	④
	内水氾濫

	⑤
	風速の２乗
	⑥
	ダウンバースト

	⑦
	積乱雲
	⑧
	暖湿気流

	⑨
	線状降水帯
	⑩
	東京湾、伊勢湾、大阪湾

	⑪
	域外避難
	⑫
	域内避難

	⑬
	浸水継続時間
	⑭
	膨大な域内避難者

	⑮
	事前防災行動計画
	⑯
	誰が

	⑰
	250万
	
	


第3講 土砂災害必須項目

	①
	約７割が山地
	②
	豪雨

	③
	西日本豪雨災害
	④
	119人

	⑤
	36人
	⑥
	952件

	⑦
	表層崩壊
	⑧
	泥流型土石流

	⑨
	死者 77
	⑩
	土砂災害警戒区域

	⑪
	土砂災害特別警戒区域
	⑫
	土石流危険渓流

	⑬
	警戒避難措置
	⑭
	ソフト対策

	⑮
	開発許可制度や建築確認制度任意項目

	⑯
	知る努力


第4講 火山災害
	①
	最近１万年間に噴火したことがある
	②
	111

	③
	火山調査研究推進本部
	④
	マグマ溜 (だま)り

	⑤
	火山灰
	⑥
	遠くに降下・堆積

	⑦
	降雨によって水を含むと
	⑧
	交通機関

	⑨
	火山の斜面を流下する
	⑩
	高温の粉体

	⑪
	火山の斜面を高速で流れ下る現象
	⑫
	数百℃

	⑬
	雲仙普賢岳噴火
	⑭
	岩屑 (がんせつ)なだれや土石流

	⑮
	十勝岳噴火
	⑯
	三宅島噴火


第５講 広域・大規模火災必須項目

	①
	熱エネルギー
	②
	酸素

	③
	人為的行動
	④
	火災予防

	⑤
	75.6
	⑥
	住宅用火災警報器

	⑦
	地震火災
	⑧
	ブレーカー

	⑨
	通電火災
	⑩
	電気火災

	⑪
	フェーン現象
	⑫
	木造密集地域

	⑬
	消防水利
	⑭
	消火器の設置

	⑮
	連動型住宅用火災警報器
	⑯
	屋外警報装置

	⑰
	防火管理者
	
	


補講１：近年の主な自然災害必須項目

	①
	6,434
	②
	圧死や窒息死

	③
	500
	④
	２万2,000

	⑤
	40.5
	⑥
	戦後最悪の５８人

	⑦
	多くの登山者が山頂付近にいたため
	⑧
	シェルター等の避難施設

	⑨
	6.5
	⑩
	7.3

	⑪
	223
	⑫
	斜面崩壊

	⑬
	6,767
	⑭
	51人

	⑮
	ブラックアウト
	
	


第6講 被害想定・ハザードマップ必須項目

	①
	地域防災計画
	②
	地域で起こりうる災害の危険性

	③
	位置や規模
	④
	季節や時間

	⑤
	半分にまで軽減
	⑥
	災害現象

	⑦
	ソフト対策
	⑧
	火砕流・火砕サージ

	⑨
	倉敷市真備町
	⑩
	時間帯を想定

	⑪
	災害図上訓練
	
	


第7講 災害関連情報と予報・警報必須項目

	①
	重大な災害が起こるおそれのあるとき
	②
	地域防災計画

	③
	数十年に一度しかないような非常に危険な状況
	④
	5 段階の警戒レベル

	⑤
	危険警報
	⑥
	大雨危険警報等

	⑦
	土砂災害特別警報
	⑧
	気象防災速報

	⑨
	気象解説情報
	⑩
	線状降水帯発生

	⑪
	短時間大雪
	⑫
	レベル４土砂災害危険警報

	⑬
	土砂災害
	⑭
	高潮予報海岸

	⑮
	洪水予報河川
	⑯
	５段階

	⑰
	レベル４
	⑱
	初期微動（Ｐ波）

	⑲
	主要動（Ｓ波）
	⑳
	数秒から長くても数十秒程度

	㉑
	避難
	㉒
	入山規制


第8講 災害情報の活用と発信任意項目

	①
	注意報や警報
	②
	復旧・復興

	③
	災害情報
	④
	情報がない

	⑤
	大事な情報
	⑥
	時間の経過とともに変化

	⑦
	情報ニーズ
	⑧
	安否に関する情報

	⑨
	連絡手段
	⑩
	生活情報

	⑪
	情報の収集及び伝達
	⑫
	防災行政無線

	⑬
	事実の確証なしに語られる
	⑭
	善意

	⑮
	不安だから
	⑯
	自分で確信できない情報

	⑰
	流言は智者で止 ( とど )まる
	⑱
	事件・事故・環境汚染・災害

	⑲
	安全
	⑳
	農業・漁業・観光

	㉑
	パニック
	㉒任意項目

	人が密集するとき


第9講 行政の災害対策と危機管理
	①
	危機管理
	②
	地盤の液状化

	③
	防災監
	④
	福祉サービスの提供

	⑤
	避難元及び避難先市町村間の情報連携
	⑥
	登録団体を救助業務に協力

	⑦
	備蓄状況を公表
	⑧
	倒壊や落下等の危険性

	⑨
	要注意（黄色）
	⑩
	市町村

	⑪
	被害認定を証明
	⑫
	非常備消防

	⑬
	救助・救出活動
	⑭
	非常勤特別職の地方公務員

	⑮
	要請を待たずに
	⑯
	輸送協定

	⑰
	保管協定
	⑱
	アドバイス

	⑲
	応急危険度判定
	⑳
	時間が必要


任意項目

第10講 行政の災害救助・応急対応
	①
	保護
	②
	社会の秩序の保全

	③
	法定受託事務
	④
	住家の滅失

	⑤
	都道府県知事と一部の指定都市市長
	⑥
	現物

	⑦
	応急的な生活の救済
	⑧
	現物給付

	⑨
	住家が全壊、全焼又は流失した者
	⑩
	最長２年

	⑪
	亡くなった人の遺族
	⑫
	現金

	⑬
	住居が５世帯以上滅失
	⑭
	500

	⑮
	250
	⑯
	配分委員会

	⑰
	税制上の優遇必須項目

	
	


第11講 復旧・復興と被災者支援
	①
	従前よりも質の高い状態
	②
	地域の将来像

	③
	過疎問題
	④
	５万戸

	⑤
	４万戸
	⑥
	バリアフリー住宅

	⑦
	遠く離れた場所
	⑧
	二重ローン

	⑨
	まちづくり協議会
	⑩
	経営が圧迫

	⑪
	極めて広大
	⑫
	原子力災害

	⑬
	雇用
	⑭
	解体

	⑮
	大規模半壊世帯
	⑯
	100

	⑰
	50
	⑱
	300


第12講 災害医療とこころのケア任意項目

	①
	被災直後
	②
	死体検案

	③
	疾病
	④
	持病の悪化

	⑤
	エコノミークラス症候群
	⑥
	長時間下肢

	⑦
	黒
	⑧
	ただちに

	⑨
	2～３時間
	⑩
	ＰＴＳＤ

	⑪
	誰かに話す
	⑫
	自分だけで

	⑬
	批評
	⑭
	安易に励ます


第13講 ライフライン・交通インフラの確保必須項目

	①
	アイロン、ドライヤー、トースター
	②
	ブレーカーを切る

	③
	電力会社へ連絡
	④
	マイコンメーター

	⑤
	スイッチは絶対に入れない
	⑥
	ガスの臭い

	⑦
	１か月
	⑧
	携帯トイレ・簡易トイレ

	⑨
	５～７回
	⑩
	受話器が外れていないか

	⑪
	被災地への電話は控えめに
	⑫
	短時間

	⑬
	約９割にあたる 13 本が脱線
	⑭
	営業走行中の新幹線

	⑮
	約２か月
	⑯
	一斉帰宅の自粛


第14講 企業・団体の事業継続必須項目

	①
	防災基本計画
	②
	生命の安全確保

	③
	地域貢献・地域との共生
	④
	防災体制の整備

	⑤
	防災訓練の実施
	⑥
	可能な限り短い時間で復旧

	⑦
	製品・サービスの提供
	⑧
	取引先

	⑨
	連絡方法
	⑩
	指揮命令系統

	⑪
	権限委譲ルール
	⑫
	情報システム

	⑬
	不可欠なキーパーソン
	⑭
	複数の連絡手段

	⑮
	地域社会の一員
	⑯
	雇用


第15講 地震・津波への備え任意項目

	①
	ハザードマップ
	②
	非常持ち出し品

	③
	季節や家族構成
	④
	171

	⑤
	避難行動を阻害
	⑥
	家具類の転倒・落下

	⑦
	家具固定の重要性
	⑧
	火の始末　出口の確保

	⑨
	生き埋めになっている人
	⑩
	ライフライン

	⑪
	宮城県北部連続地震
	⑫
	津波避難タワー

	⑬
	建物４階、５階以上
	⑭
	率先避難者

	⑮
	何波
	
	


補講２：耐震診断と補強必須項目

	①
	８割
	②
	木造住宅

	③
	ほとんどない
	④
	既存不適格

	⑤
	1981年
	⑥
	老朽化している

	⑦
	工法自体が古い
	⑧
	不十分な接合部

	⑨
	地盤変状
	⑩
	天井、外壁、窓、照明器具

	⑪
	67.8
	⑫
	既存の建築物

	⑬
	耐震性能
	⑭
	振動低減装置

	⑮
	振動が伝わらないようにする
	任意項目

	


第16講 風水害・土砂災害等への備え
	①
	ゲリラ豪雨
	②
	急に暗くなる

	③
	ひ
	④
	避難場所

	⑤
	近くの水路やくぼみに
	⑥
	両腕で頭と首を守る

	⑦
	建物の最下階
	⑧
	土砂災害（特別）警戒区域

	⑨
	一定の期間避難生活
	⑩
	一時的に身を守るために避難する場所

	⑪
	10ha
	⑫
	住民の立ち入りを制限

	⑬
	退去を命ずることができる
	⑭
	罰則規定

	⑮
	市町村長が認めた
	⑯
	雲仙普賢岳噴火災害

	⑰
	日本で初めて
	⑱
	いつ

	⑲
	何をするのか
	⑳
	個人の防災計画


補講３：災害と損害保険必須項目

	①
	住居のみに使用される建物
	②
	貴金属や宝石

	③
	建物の揺れ
	④
	火砕流や火山灰

	⑤
	単独では契約できない
	⑥
	30%~50%

	⑦
	所在地と建物の構造
	⑧
	50％以上

	⑨
	70％以上
	⑩
	60％

	⑪
	小半損
	⑫
	35.4


第１７講 自主防災活動と地区防災計画任意項目

	①
	情報伝達
	②
	自分の命は自分で守る

	③
	初期消火
	④
	85.9

	⑤
	楽しく、家族ぐるみで参加できる
	⑥
	地形や災害履歴

	⑦
	住民自身が自ら話し合い、住民自らが作成するもの
	⑧
	災害履歴

	⑨
	災害環境
	⑩
	災害リスク

	⑪
	避難誘導
	⑫
	同時多発的

	⑬
	エレベーター
	⑭
	水洗トイレ

	⑮
	孤立する任意項目

	
	


第１８講 避難所の設置と運営協力
	①
	一定の期間避難生活をする場所
	②
	応急仮設住宅

	③
	災害時要配慮者
	④
	福祉避難所

	⑤
	段差の解消
	⑥
	手すりや誘導装置の設置

	⑦
	バリアフリー化
	⑧
	50 人

	⑨
	要配慮者優先
	⑩
	トイレ問題

	⑪
	エコノミークラス症候群
	⑫
	水分補給

	⑬
	ふくらはぎをマッサージする
	⑭
	医療用弾性ストッキング

	⑮
	トイレ
	⑯
	衛生管理

	⑰
	健康維持
	⑱
	エコノミークラス症候群

	⑲
	負担を軽減
	
	


第１９講 地域防災と多様性への配慮任意項目

	①
	誰一人として取り残さない
	②
	災害時要配慮者

	③
	避難行動要支援者
	④
	避難支援者

	⑤
	複数チーム
	⑥
	地震災害時と豪雨洪水災害時の場合

	⑦
	肩や腕を貸す形
	⑧
	後ろ向き

	⑨
	1,000
	⑩
	失業者

	⑪
	会長､副会長
	⑫
	授乳室、更衣室

	⑬
	文化や生活習慣の違い必須項目

	⑭
	外国語による避難


第２０講 災害ボランティア活動
	①
	被災者のニーズ
	②
	公共施設

	③
	ボランティア
	④
	生活支援

	⑤
	生活援助
	⑥
	話し相手

	⑦
	学習の援助
	⑧
	高齢者の見守り

	⑨
	コミュニティづくりの側面支援
	⑩
	ネットワーク

	⑪
	防災訓練
	⑫
	住宅の耐震化や家具の転倒防止活動

	⑬
	ニーズと環境も大きく
	⑭
	赤

	⑮
	屋根に上って行う作業
	⑯
	傾聴ボランティア

	⑰
	寄り添い、伴走する任意項目

	
	


第２１講 防災士に期待される活動
	①
	自力で脱出できなくなった
	②
	住民が救出

	③
	自分の命は自分で守る
	④
	住宅の耐震補強や家具などの転倒防止を行っておく

	⑤
	助ける人
	⑥
	知識･技能

	⑦
	自宅の防災対策
	⑧
	顔の見える関係

	⑨
	災害発生の可能性
	⑩
	家具の固定や建物の耐震診断・補強

	⑪
	避難所開設運営訓練
	⑫
	情報収集

	⑬
	災害時要配慮者
	⑭
	安否確認

	⑮
	救援物資任意項目

	⑯
	災害ボランティアセンター


補講４：防災士が行う各種訓練
	①
	足場の釘、針金
	②
	クラッシュシンドローム

	③
	声をかけて
	④
	ジャッキ

	⑤
	大声で呼びかける
	⑥
	胸骨圧迫

	⑦
	ＡＥＤ
	⑧
	避難路がふさがれて

	⑨
	リヤカー
	⑩
	災害図上訓練

	⑪
	振り返り
	⑫
	ペット世話所

	⑬
	運営委員会
	⑭
	鍵の解錠



2






















